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第１. 前回幹事会以降の経過報告 

 

１ 会長談話 

 

日本学術会議会長談話 

「有識者懇談会最終報告及び日本学術会議第193回総会を受けて 

～より良い役割発揮のための改革に向けて～」 

 

去る12月20日、昨年８月以来内閣府において開催されてきた日本学術会議の在り方に関

する有識者懇談会（座長：岸輝雄東京大学名誉教授）（以下「懇談会」）は「世界最高の

ナショナルアカデミーを目指して」と題する最終報告をとりまとめ、公表した。１年半に

わたり、世界最高のナショナルアカデミーを目指すべきとの期待の下に真摯に議論をいた

だいた懇談会及びワーキンググループ（以下「ＷＧ」）の委員各位に、敬意と感謝の意を

表したい。 

日本学術会議は、この最終報告において、科学的助言機能の強化、科学に関する各種ネ

ットワーク機能の強化、国際活動の強化、そしてそれらを支えるための事務局機能の強化

等、日本学術会議がより良い役割を発揮するための機能強化が今回の改革の目的とするも

のであることを明らかにした上で、そのための組織のあり方として法人化の具体的な姿

を、懇談会の議論の到達点として示されたことについては評価するものである。 

 

日本学術会議は、これまで、日本学術会議がナショナルアカデミーとしての役割を果た

すためには、①学術的に国を代表するための地位、②そのための公的資格の付与、③国家

財政支出による安定した財政基盤、④活動面での政府からの独立、⑤会員選考における自

主性・独立性、という５要件を満たす必要があるとの一貫した考えの下に、懇談会におけ

る議論に参加してきた。 

この間、本年７月29日の懇談会では、独立した自由な学術の営みを代表するアカデミー

の活動を守る観点からの懸念点を文書で示したほか、「より良い役割発揮のためのナショ

ナルアカデミーの設計コンセプトについて」（令和６年10月31日日本学術会議幹事会）、

「日本学術会議の会員選考に関する方針」（令和６年11月26日日本学術会議幹事会）等の

文書により、日本学術会議としての考え方を示してきたところである。より良い役割を発

揮するための機能を強化するためのものであれば法人化を否定するものではないとの立場

の下に、学術の本質や科学的助言の中立性確保の必要性を踏まえて議論を尽くしてほしい

と、これまで懇談会において繰り返し訴えてきた日本学術会議のこれらの考え方の土台は

変わるものではない。 

日本学術会議は本日（12月22日）第193回総会を開催し、最終報告に関する議論を重ね

た。総会では、これまで日本学術会議の示してきた深刻な懸念がなお解消されていないと

いう意見、最終報告に対して一定の評価をした上で今後より良い制度設計に向けて具体的

な議論を重ねるべきという意見等、多様な意見が出され、真摯な意見交換が行われた。 

総会の議論でも示されたように、日本学術会議が説明してきた懸念点の一部について

は、懇談会及びＷＧにおける議論の過程でその趣旨が明らかにされ、お互いの理解が進
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み、最終報告に記載されたものもあり、ここまで関係者間で積み重ねてきた議論には一定

の意義があったと考えている。ただし、今般の最終報告では、日本学術会議がこれまで主

張してきた点について反映されていない点がある。このことは残念であるが、そうした点

についても、日本学術会議の主張については最終報告にも明記いただいたところであり、

今後、法制化の過程で更なる検討をする余地があるものと考える。また、法制化に向けて

具体的な検討が必要となる論点も残されている。 

 

今後、日本学術会議は、科学的助言機能の強化、科学に関する各種ネットワーク機能の

強化、国際活動の強化、そしてそれらを支えるための事務局機能の強化等、法人化を含む

改革をより良い役割発揮のための機能強化につながるものとして実現していく。そのため

に、日本学術会議は改革の当事者として、具体的な法制化に向けて責任をもって政府と協

議していくとともに、改革の実行に当たっては、会員間で議論を尽くしつつ、社会との対

話をこれまで以上に進めていく。 

そして、日本学術会議が本来取り組むべき活動をさらに推進していくため、「日本学術

会議第26期アクションプラン」に基づく改革の取組についても、より一層の実現に向けて

進めていく。 

 

令和６年12月22日 

日本学術会議会長 光石 衛 

 

 

２ 会長等出席行事 

月  日 行 事 等 対 応 者 

12月 22 日（日） 日本学術会議第 193回総会 

 

光 石 会 長 

三 枝 副 会 長 

磯 副 会 長 

日 比 谷 副 会 長 

12月 22日（日） 記者会見 光 石 会 長 

三 枝 副 会 長 

磯 副 会 長 

日 比 谷 副 会 長 

１月 22日（水） 駐日欧州連合代表部新春祝賀会 光 石 会 長 

注）部会、委員会等を除く。 

 

 

３ 委員の辞任 

 

農学委員会・食料科学委員会合同 産業生物バイオテクノロジー分科会 

塚谷 裕一（令和６年 12月 31日付） 
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第２. 各部・各委員会等報告 
１ 部会の開催とその議題 

（１）第二部役員会（第 11回）（１月２３日） 
① 予算執行状況について 

② 意思の表出の進捗状況について 

③ 学協会連合との「円卓会議（仮称）」に向けて 

④ その他 

 

 

２ 幹事会附置委員会の開催とその議題 

 

 なし 

 

３ 機能別委員会の開催とその議題 

（１）科学者委員会 学術研究振興分科会（第４回）（１月１７日） 

① 「未来の学術振興構想」の改訂の方針について 

② 個別論点の検討について 

③ 今後の検討スケジュールについて 

④ その他 

 

（２）国際委員会 国際会議主催等検討分科会（第７回）（１月２２日） 

①ヒアリング審査から選定までの流れについて 

② 令和８年度共同主催国際会議ヒアリング審査・選定 

 

（３）国際委員会（第 13回）（１月２２日）※メール審議 

① 英国王立協会との第二回ネットゼロに関する科学技術対話の開催について 

 

 

４ 分野別委員会の開催とその議題 

第一部担当 

（１）言語・文学委員会 言語コミュニケーションと共生分科会（第５回） 

（１２月２１日） 

① 話題「共生のための演劇」 

話題提供者：平田 オリザ委員 

② その他 

 

（２）心理学・教育学委員会 不登校現象と学校づくり分科会（第３回） 

（１２月２１日） 

① シンポジウムの内容について 

② 「報告」の構成と執筆分担について 
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③ 今後の活動計画について 

④ その他 

 

（３）哲学委員会 現代における「いのち」を考える分科会（第７回）（１２月２２日） 

① 「見解」の発出に向けた目次 

② 構成人数の変更について 

③ 連携会員（特任）の推薦 

④ その他 

 

（４）哲学委員会 世界哲学構築のための分科会（第３回）（１２月２２日） 

① 日本学術会議内の議論について（報告） 

② WCP2028について 

③ その他 

 

（５）史学委員会 アーカイブズと社会に関する分科会（第３回）（１２月２２日） 

① 提言「新型コロナウイルス感染症のパンデミックをめぐる資料、記録、記憶の保全と継

承のために」のフォローアップについて 

② 日本学術会議資料について 

③ その他 

 

（６）経営学委員会 AI時代に備える経営人材育成に関する分科会（第３回） 

（１２月２３日） 

① 「AI時代に備える経営人材育成に関する分科会」としての見解の策定 

②  令和７年（2025年）３月１日開催のシンポジウムにおけるアジェンダの討議 

 

（７）経営学委員会・健康・生活科学委員会・総合工学委員会合同 価値共創社会に資す

るサービス研究体系検討のための分科会（第５回）（１２月２５日） 

①  「マーケテイング研究におけるサービス概念－S-D ロジック、S ロジックを踏まえ

て」講演 岐阜聖徳学園大学経済情報学部 教授 村松 潤一先生 

②  『サービス』の定義に関するディスカッション 

 

（８）社会学委員会・哲学委員会・心理学・教育学委員会・法学委員会・経済学委員会合

同 子どもの権利保障分科会（第２回）（１２月２６日） 

① 各班からのこれまでの議論の報告 

② 分科会の今後の方針 

 

（９）政治学委員会 民主主義の深化と退行に関する比較政治分科会（第３回） 

（１２月２６日） 

① 政治学委員会について 

② 総会について 

③ 公開イベントについて 
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④ 民主主義の退行に関する研究会について 

⑤ 意思の表出について 

⑥ その他 

 

（１０）言語・文学委員会 日本文学の伝統と現代社会分科会（第３回） 

（１２月２７日） 

① 委員からの発表（５名） 

分科会の設置目的と自身の専門分野をからめたプレゼンテーション 

社会への発信方法についての提案 

② 意見交換 

③ その他 

 

（１１）法学委員会 「新たな人権の研究」分科会（第３回）（１２月２７日） 

① 報告 

葛野 尋之委員、笹倉 香奈委員 

「誤判・えん罪を免れ、救済される権利」の確立に向けて（仮題） 

② 今後の分科会の運営について 

③ その他 

 

（１２）経営学委員会 ビジネス人材のリカレント教育に関する分科会（第１回） 

（１２月２７日） 

① 委員長、副委員長、幹事の選出 

② 今後の進め方について 

③ その他 

 

（１３）地域研究委員会・地球惑星科学委員会合同 地理教育・ESD分科会（第３回） 

（１月６日） 

① 春の日本地理学会での日本学術会議・日本地理学会共催公開シンポジウムの内容につい

て 

② 今後の活動内容について 

③ その他 

 

（１４）社会学委員会 価値とイノベーションの創発による福祉システム検討分科会 

（第４回）（１月１１日） 

① シンポジウムの振り返り 

② 意思の表出について 

③ 今後の活動計画について 

④ その他 

 

（１５）史学委員会 国際歴史学会議等分科会（第２回）（１月１１日） 

① 国際歴史学会議に関する件 
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② 日韓歴史家会議に関する件 

③ 公開シンポジウムの企画について 

④ その他 

 

（１６）史学委員会 教育現場・社会における歴史実践と歴史認識に関する分科会 

（第３回）（１月１３日） 

① 歴史教育シンポジウム(令和６年10月27日 開催)について 

② 歴史の教員養成について 

③ その他 

 

（１７）法学委員会 リスク社会と法分科会（第４回）（１月１３日） 

① 報告「ELSI登場の背景について」 

（神里 達博委員（連携会員）（千葉大学大学院国際学術研究院教授）） 

 

（１８）社会学委員会 災害を克服する地域社会と社会的モニタリング検討分科会 

（第３回）（１月１５日） 

① 意思の表出に向けた申出書への対応について 

② 今後の第26期分科会の進め方について 

その他 

 

第二部担当 

（１）統合生物学委員会・基礎生物学委員会合同 進化学分科会（第１回） 

（１２月２３日） 

① 委員の自己紹介 

② 役員の選出 

③ 第26期の活動について 

④ その他 

 

（２）基礎生物学委員会・統合生物学委員会合同 細胞生物学分科会（第２回） 

（１２月２５日） 

① 形態科学シンポジウム（令和７年８月予定）2 人目の講師の決定 

② その他 

 

（３）基礎医学委員会 機能医科学分科会（第２回）（１２月２５日） 

① 議事要旨の確認 

② APPW2025での連携シンポジウム開催について 

③ 今期の活動について 

④ その他 

 

（４）臨床医学委員会・健康・生活科学委員会合同 老化分科会（第２回） 

（１２月２５日） 
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① 第26期における活動について 

・アンケート調査 

・シンポジウム開催 

② その他 

 

（５）農学委員会 地域総合農学分科会（第３回）（１２月２６日） 

① 第１回シンポジウムのテーマ案の内容紹介 

② 第１回シンポジウム企画について 

③ その他 

 

（６）食料科学委員会・基礎医学委員会合同 獣医学分科会（第５回)（１月６日） 

① 意思の表出（現在の状況）について 

② 今期の活動（我が国における獣医学教育研究の未来像）について 

③ 公開シンポジウムについて 

④ その他 

 

（７）基礎医学委員会 IUPHAR 分科会（第２回）（１月７日） 

① IUPHAR分科会の委員の追加（報告） 

② 日本学術会議の現状（報告） 

③ IUPHARに係る調査票および参考資料等（報告） 

④ IUPHAR等の国際活動に係る最近の動向・活動（報告） 

⑤ IUPHAR等の国際活動に係る今後の方策（審議） 

⑥ IUPHAR分科会の今後の活動（審議） 

⑦ 次回分科会の開催 

 

（８）基礎生物学委員会・統合生物学委員会合同 生物物理学分科会（第２回）、基礎生

物学委員会・統合生物学委員会合同 IUPAB分科会（第２回）合同会議（１月９日） 

① 本分科会の議長について 

② 共催シンポジウムについて 

③ IUPAB2024報告 

④ その他 

 

（９）統合生物学委員会・基礎生物学委員会・農学委員会・基礎医学委員会・薬学委員

会・情報学委員会合同 バイオインフォマティクス分科会（第２回）（１月９日） 

＜報告事項＞ 

① 公開シンポジウムに関して 

② バイオインフォマティクス関連機関の動向について 

＜審議事項＞ 

① 意思の表出に関しての意見交換 

② その他 
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（１０）健康・生活科学委員会 ヘルスケア人材共創に向けた看護学分科会（第５回） 

（１月１３日） 

① 総会等の報告 

② 第１回公開シンポジウムの報告 

③ ３班に分かれての今後の進め方 

④ 意思の表出について 

⑤ その他 

 

（１１）食料科学委員会・農学委員会合同 食の安全分科会(第５回)（１月１４日） 

① 意思の表出（現在の状況）について 

② 今期の活動（残り２年間で取り上げるべき課題）について 

③ 公開シンポジウムについて 

④ その他 

 

（１２）農学委員会 農学分科会（第５回）（１月１５日） 

① 気候変動と農業の持続可能性について 

話題提供「園芸生産における物理的病害虫防除」 細川 宗孝委員 

話題提供「（見解）気候変動に対する国内農業の適応策と食料安定供給へ果たす農業生産

環境工学の役割（第25期農学委員会農業生産環境工学分科会）の概要」 彦坂 晶子委員 

② 気候変動への適応策と緩和策について 

③ その他 

＜報告事項＞ 

① 意思の表出に関する農学分科会幹事会報告 

② 第193回総会（臨時）報告 

③ その他 

 

（１３）臨床医学委員会・総合工学委員会合同 放射線・放射能の利用に伴う課題検討分

科会（第２回）（１月２０日） 

① 分科会委員の辞任の承認について 

② 第１回粒子線治療産学共同研究の国際競争力強化検討小委員会の報告 

③ 令和７年度の活動計画について 

④ 部会長より会議運営について 

⑤ その他 

 

第三部担当 

（１）土木工学・建築学委員会 デザインをめぐる知の構築と社会的理解分科会（第５回） 

（１２月２３日） 

① 小野田 泰明委員からの話題提供 

② 久保田 善明先生からの話題提供 

③ シンポジウムについて 

④ その他 
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（２）土木工学・建築学委員会・環境学委員会合同 カーボンニュートラル都市分科会 

（第５回）（１２月２４日） 

① 空気調和・衛生工学会の取り組み状況について 

② その他 

 

（３）環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE・WCRP 合同分科会（第２回） 

（１２月２６日） 

① 小委員会の活動報告 

② 小委員会未設置の Core Projects, GRNsの活動報告 

③ Future Earth全体、WCRP全体の活動報告 

④ シンポジウムについて 

⑤ その他、報告事項等 

 

（４）地球惑星科学委員会 地球惑星科学国際連携分科会（第５回）（１２月２６日） 

① 各分科会・小委員会からの報告 

② 加入国際学術団体の活動状況調査について 

③ 令和７年度代表派遣会議の申請について 

④ 公開シンポジウムの提案について 

⑤ その他 

 

（５）地球惑星科学委員会 地球・惑星圏分科会（第３回）、地球惑星科学委員会 地

球・人間圏分科会（第３回）、地球惑星科学委員会 地球惑星科学社会貢献分科会

（第４回）、地球惑星科学委員会 地球惑星科学次世代育成分科会（第５回）合同

会議（１２月２７日） 

① 日本学術会議・第三部・地球惑星科学委員会の活動報告 

② 地球惑星科学委員会各分科会の活動報告 

③ 未来の学術振興構想と地球惑星科学分野の将来構想（夢ロードマップ）について 

④ その他 

 

（６）地球惑星科学委員会 地球惑星科学社会貢献分科会（第５回）（１２月２７日） 

① 放射性物質拡散予測の利活用（前期の見解）の発展 

② 危機における学術からの情報発信の仕組みに関して 

③ その他 

 

（７）物理学委員会 物理教育分科会（第５回）（１２月２７日） 

① アメリカの大学院入試に関するダイバーシティを意識した取り組みに関して 

② 今期取り組むべき課題について 

③ 今後のスケジュール 

④ その他 

 



12 

（８）化学委員会合同会議（第 10回）（１２月２７日） 

① 第一部：講演会「化学分野のベンチャー・スタートアップ」 

11:00-11:30 菅 裕明委員 （日本学術会議第三部会員） 

11:30-12:00 中村 慎吾氏 （株式会社 Veritas In Silico 代表取締役社長） 

② 第二部：化学委員会全体会議 

13:15-13:55 進行：化学委員会委員長 

 

（９）化学委員会 IUPAC 分科会（第２回）（１２月２７日） 

① IUPAC の活動の報告 

② 今後の活動方針について 

・2026-2027 期 IUPAC 委員について 

③ その他 

 

（１０）化学委員会 化学企画分科会（第３回）（１２月２７日） 

① 今後の活動について（シンポジウム等） 

② その他 

 

（１１）化学委員会 物理化学・生物物理化学分科会（第３回）（１２月２７日） 

① これまでの議論の総括と補足（研究環境、新分野創成、人材育成…） 

② 意思の表出に向けた具体化の検討 

③ その他 

 

（１２）化学委員会 無機化学分科会（第２回）（１２月２７日） 

①【報告事項】「見解」の提言 WG 立ち上げと第 1 回 WG 開催報告 

②【報告事項】第 1 回勉強会開催準備について 

③【審議事項】「見解」の提言に向けた今後の方針 

④ その他 

 

（１３）化学委員会 有機化学分科会（第３回）（１２月２７日） 

①【審議事項】シンポジウムの企画案について 

・高分子化学分科会との共同開催について 

・テーマ設定について（例：ＡＩと合成化学 など） 

・開催時期、会場、規模（１日、講演者６名程度など） 

② その他 

 

（１４）化学委員会 材料化学・分析化学分科会（第４回）（１２月２７日） 

① 今後の活動について 

② その他 

 

（１５）化学委員会・物理学委員会合同 結晶学分科会（第３回）、化学委員会 IUCr 

分科会（第３回）合同会議（１２月２７日） 
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① 公開シンポジウムの計画について 

② IUCr の活動紹介について 

③ IUCr2026 に向けての準備について 

④ その他 

 

（１６）化学委員会・総合工学委員会合同 触媒化学・化学工学分科会（第３回） 

（１２月２７日） 

① 今期の活動について 

② その他 

 

（１７）化学委員会 高分子化学分科会（第３回）（１２月２７日） 

① 他の分科会等との連携について 

② 高分子化学分野の国内外の状況について 

③ その他 

 

（１８）化学委員会 生体関連化学分科会（第２回）（１２月２７日） 

① 今後の会議運営に関して（連携シンポジウム開催等） 

② その他 

 

（１９）材料工学委員会（第９回）（１２月２７日） 

① 研究力強化について（山口 周先生） 

② 科学者委員会学術研究振興分科会報告 （森田 一樹委員） 

③ 諸活動報告 

・分科会活動方針報告 （各分科会委員長） 

・水素科学 WG活動について （折茂 慎一委員） 

・委員会独自アンケートについて（中野 裕美委員） 

④ その他 

 

（２０）機械工学委員会 ロボット学分科会（第５回）（１月７日） 

① 話題提供：「認知発達ロボティクス：脳の一般原理に基づく認知発達と発達障害」 

東京大学ニューロインテリジェンス国際研究機構特任教授 長井 志江委員 

② 提言へ向けての意見交換 

③ その他 

 

（２１）機械工学委員会・基礎医学委員会・電気電子工学委員会・材料工学委員会合同 

生体医工学分科会（第２回）（１月７日） 

① 連携会員（特任）の紹介 

② 第１回公開シンポジウム開催報告 

③ 「未来の学術振興構想」の紹介 

④ 今度の公開シンポジウムについて（自由討論） 

⑤ その他 



14 

 

（２２）情報学委員会 情報学教育分科会（第２回）（１月８日） 

① 情報教育課程の設計指針の改訂をするため科学的助言等対応委員会に提出する申出につ

いて 

② 情報教育課程の設計指針の改訂にかかわる公開シンポジウムの開催について 

③ その他 

 

（２３）電気電子工学委員会 デバイス・電子機器工学分科会（第３回）（１月８日） 

① シンポジウム開催にむけた企画案について 

② その他 

 

（２４）材料工学委員会 材料工学中長期研究戦略分科会（第３回） （１月８日） 

① 拡大幹事会作業経過説明 

② 講演 

ⅰ）松宮 徹委員 

ⅱ）小山 敏幸委員 

ⅲ）小出 康夫委員 

③ 今後の運営・作業について 

④ その他 

 

（２５）土木工学・建築学委員会（第 12回）（１月９日） 

① 「第 71回構造工学シンポジウム」について 

② 各分科会の活動状況報告 

③ 意思の表出について 

④ その他 

 

（２６）物理学委員会（第 11回）（１月１１日） 

① 総会及び臨時総会における審議事項等の報告 

② 京都大学数理解析研究所専門委員会委員候補者の検討及び承認について 

（令和７年１月 31日期限） 

③ 我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会におけるプレゼンテーション実施

報告について 

④ 公開シンポジウム開催に係る進捗状況について 

⑤ 各分科会における活動状況の報告 

⑥ その他 

 

（２７）地球惑星科学委員会 地球・人間圏分科会（第４回）（１月１５日） 

① 公開シンポジウムの運営について 

② 今後の活動について 

③ その他 
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（２８）環境学委員会・統合生物学委員会合同 自然環境分科会（第２回）（１月１６日） 

① 情報発信の内容について 

② 今後の討議の方法について 

③ 今後のスケジュールついて 

④ その他 

 

（２９）数理科学委員会 数学教育分科会（第２回）（１月１７日） 

① ICME-15(シドニー)、大学数学教育フォーラム（ハノイ）の報告 

② 提言などの提案 

③ 国際数学デーの開催について 

④ その他 

 

（３０）物理学委員会 IAU 分科会（第４回）、物理学委員会 天文学・宇宙物理学分科

会（第４回）合同会議（１月２０日） 

IAU 分科会 

① 会員選考について 

② 2024年８月総会報告 

③ IAU関連活動報告 

④ その他 

天文学・宇宙物理学分科会 

① 機関報告 

② 日本学術会議物理学委員会報告 

③ 広報活動の報告 

④ 第 26期天文学・宇宙物理学の将来計画推進について 

⑤ その他 

 

（３１）総合工学委員会 原子力安全に関する分科会（第４回）（１月２０日） 

① 委員名簿の確認 

② 原発事故由来の環境影響に関する知見の進展・蓄積と今後の活用の課題（小委員会報告）

及び意思の表出について 

③ 「原子力総合シンポジウム 2024」について 

④ その他 

 

（３２）電気電子工学委員会 デバイス・電子機器工学分科会（第４回）（１月２３日） 

① デバイス・電子機器工学分科会主催シンポジウム案について 

② その他 

 

 

５ 課題別委員会の開催とその議題 

（１）我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会（第４回）（１２月２３日） 

① 社会学委員会からのヒアリング 
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② 今後の進め方 

③ その他 

 

（２）防災減災学術連携委員会（第４回）（１２月２７日） 

① 防災関連各分科会の活動状況報告 

② 意思の表出に向けた協議 

 

（３）我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会（第５回）（１月２０日） 

① これまでのヒアリングを踏まえて、研究力強化の在り方について 

② 意思の表出の申出書について 

③ その他 

 

 

６ 若手アカデミーの開催とその議題 

（１）若手アカデミー運営分科会（第６回）（１２月２３日） 

① 意思の表出について 

② 持続会議2024について 

③ 各分科会の活動について 

④ 第４回若手アカデミー会議について 

⑤ その他若手アカデミーの活動について 

 

（２）若手アカデミー 未来を拓く学術イノベーション分科会（第３回） 

（１２月２４日） 

① 意思の表出の方針に関する議論 

② 意思の表出の内容に関する議論 

③ その他 

 

 

７ 連絡会議の開催とその議題 

 

なし 

 

８ サイエンスカフェの開催 

 

 なし 

 

９ 記録 

 

 なし 
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１０ 総合科学技術・イノベーション会議報告 

１.本会議 

12月 23日（月） 

 

２.専門調査会 

第１回基本計画専門調査会 12月 24日（火） 

第２回基本計画専門調査会 １月 17日（金） 

 

３.有識者議員会合 

１月９日（木） 

１月 16日（木） 

 

 

１１ 慶弔 

○弔事 

・ご逝去 

三間 圀興（みま くにおき） 令和７年１月５日 享年 79歳 

  元連携会員（第 20-21期、22-23期、24-25期） 

大阪大学名誉教授 

 

 

１２ 意思の表出に係る報告 

 

 なし 

 

 

１３ 意思の表出（英訳版）に係る報告（別冊参照） 

（１）若手アカデミー（日本語見解：2023年９月 28日公表） 

   見解「2040年の科学・学術と社会を見据えていま取り組むべき 10の課題」（本文） 
Advisory Opinion 

「The Outlook for Science and Society in 2040 - Ten Critical Issues -」 

 

 

１４ インパクト・レポート 

 

なし 
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